
 
 

１．開催概要 

展覧会名 クリムト展 ウィーンと日本 1900 

開催施設名 会期 入場者数 

東京都美術館 ２０１９年４月２３日～２０１９年７月１０日 ５７７，８２８人 

豊田市美術館 ２０１９年７月２３日～２０１９年１０月１４日 ２００，９９４人 

●開催概要 

19 世紀末ウィーンを代表する画家グスタフ・クリムト没後 100 年を記念して、初期の

自然主義的な作品から、分離派結成後の黄金様式の時代の代表作、甘美な女性像や数多

く手がけた風景画まで全 130 点を展示した。 

クリムト作品の世界的な殿堂、ベルヴェデーレ宮オーストリア絵画館協力のもと、日

本では過去最多となる 25 点超のクリムトの油彩画を紹介。ウィーン分離派会館を飾る

壁画《ベートーヴェン・フリーズ》の精巧な複製による再現展示のほか、同時代のウィ

ーンで活動した画家たちの作品や、クリムトが影響を受けた日本の美術品なども加え、

ウィーン世紀末美術の精華を鑑賞できる機会となった。 

 

■第 1章 クリムトとその家族 

若き日のクリムトや家族の肖像写真、肖像画を紹介 

■第 2章 修業時代と劇場装飾 

クリムトの初期作品に加え、弟エルンスト・友人フランツ・マッチュと結成した「芸

術家カンパニー」の劇場装飾の仕事を紹介 

■第 3章 私生活 

クリムトと関わりのあった様々な女性たちを写真や絵画、書簡で展示 

■第 4章 ウィーンと日本 1900 

クリムト作品に見られる日本美術からの影響を紹介 

■第 5章 ウィーン分離派 

クリムトの代表作《ユディト I》をはじめ「黄金様式」時代の作品や《ベートーヴェ

ン・フリーズ》の精巧な複製を紹介 

■第 6章 風景画 

最初期から晩年に至るまで、クリムトがその人生で多く手がけた風景画を紹介 

■第 7章 肖像画 

常に女性に囲まれていたクリムトが手がけた様々な肖像画を展観 

■第 8章 生命の円環 

生涯を通して制作のモチーフとしていた「生命の円環」に紐付く作品を紹介。傑作《女

の三世代》も日本初公開 

 

 



 
 

２．補償制度の活用による国民的利益に関する取組結果 

 

① 展示作品の質・量の充実 
クリムトによる作品は有名なものも多く美術的価値が高く、借用を希望する作品の総

評価額は約 1,100 億円にのぼったが、その一部を美術品補償制度の適用を受けることに

よって希望通りの点数の借用が可能となった。さらに、還元額をクリムトの「黄金様式」

時代の代表作にして初来日の《女の三世代》の借用費に充当することで当該作品の借用

が実現。展覧会全体の質・量をさらに充実させることができた。【予定保険金額 1,240 万

円／実績 1,240 万円】 
 
② 観覧料の軽減、無料化 

東京会場では 6 月 1 日～14 日までの 13 日間を高校生、大学・専門学校生を対象に入

場無料にしたほか、豊田会場では高校生を全期間、大学・専門学校生を 7 月 23 日～8 月

4 日までの 12 日間をそれぞれ入場無料とした。【予定軽減金額 954 万円／実績 1,029 万

円】 
 
③ 教育普及活動の充実 

記念講演会を行った。会場は、東京会場は東京都美術館 講堂（交流棟 ロビー階/定員

225 名）、豊田会場は豊田市美術館 講堂（定員 150 名）。いずれもほぼ満席で盛況となっ

た。また会期中、クリムトの生涯を紹介する展示映像も設置し、子どもや若年層にも丁寧

に魅力を伝えられた。【予定費用 1,178 万円／実績 1,103 万円】 

＜東京会場＞ 

■第 1回講演会 

2019 年 4月 23 日(火) 

テーマ：「クリムト：その人生と芸術」 

講師：マークス・フェリンガー氏（ベルヴェデーレ宮オーストリア絵画館学芸員） 

■第 2回講演会 

2019 年 6月 8日(土) 

テーマ：「クリムトとウィーンの“聖なる春”」 

講師：千足伸行氏（成城大学名誉教授・広島県立美術館館長）  

■第 3回講演会 

2019 年 6月 15 日（土） 

テーマ：クリムトの「黄金様式」 

講師：小林明子氏（東京都美術館学芸員） 

＜豊田会場＞ 

■第 1回講演会 

2019 年 7月 23 日（火） 

テーマ：「クリムト：その人生と芸術」 

講師：フランツ・スモラ氏（ベルヴェデーレ宮オーストリア絵画館学芸員） 

■第 2回講演会 

2019 年 9月 1日（日） 

テーマ：「ウィーンの聖なる春：クリムトの人と作品」 

講師：千足伸行氏（成城大学名誉教授・広島県立美術館館長） 



 
 

３．事故の有無（軽微な事故、ヒヤリハット事例も含む） 

別紙にて報告 

 

４．安全配慮に関する特別の対応 

作品輸送時には車輛に日本側主催者または貸出館のクーリエが同乗した。開梱時と梱

包時の作品の点検には貸出館の修復家と日本側の修復家が携わった。 
特に保険評価額の高かった《ユディト I》をはじめ、ベルヴェデーレ宮オーストリア

絵画館から借用したクリムトの油彩画はすべて同館特注の展示ケースに収容された上

で壁面に展示され、一層のセキュリティ強化が図られた。 

 

５．紹介事例・今後の改善点等 

これだけ大規模にクリムトの油彩画が日本へ貸し出されたのは過去に例がなく、ロー

マ国立近代美術館が所蔵するクリムト晩年の代表作≪女の三世代≫は初来日という歴

史的な機会となった。美術品補償制度の適用により、日本において質・量とも十全な形

で実現することができた。 
 
 クリムトの有名な「黄金様式」時代の作品に頼った展示にするのではなく、日本では

これまであまり知られていなかった風景画や、「生命の円環」といったクリムトが生涯

をかけて取り組んだテーマを取り上げ多彩な切り口で紹介しつつ、初期から晩年までそ

の代表作を含め網羅的に作品を紹介できたことで、クリムトという巨匠の全体像を丁寧

に来場者に伝えることができた。 
  

東京都美術館ならびに豊田市美術館での高校生、大学・専門学校生の入場無料日の設

定については本展関連印刷物に記載して周知した。 
 

 

  



 
 

 

６．展覧会の収支決算書 

 

主催者名

（収入） （支出） 単位＝円（税抜）

決算額
（当初予算額）

決算額
（当初予算額）

890,927,089 697,134,616

（7億9,884億円） （6億1,400万円）

50,000,000 243,792,473

（5,000万円） （2億3,700万円）

940,927,089 940,927,089

（8億4,884万円） （8億5,100万円）

展覧会収入

（入場料、図録、グッズ等）

その他の収入

（協賛金）

企画準備等基本経費

収入総額 支出総額

（広告宣伝費、展示施工費、警備費、会場使用料等）

設営・運営等会場関係経費

（借用料、保険料、輸送費、印刷費等）

内 訳 内 訳

東京会場：東京都美術館（公益財団法人東京都歴史文化財団）、株式会社朝日新聞社、株式会社ＴＢＳテレビ
豊田会場：豊田市美術館、株式会社朝日新聞社、中京テレビ株式会社


